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 生物は、環境の変動周期に対応した内因性の生物時計を持つ。多くの生物が日周期に対応した
概日時計をもち、恒常条件で約 24 時間周期の概日リズムを示す。一方、潮間帯に生息する生物は
潮汐周期に対応する約 12.4 時間周期の概潮汐リズムを示すことが知られている。様々な生物種を
用いた行動解析から、概潮汐リズムが概日時計と同じ生理機構の時計によって生み出される可能
性が指摘されてきた。しかし、概潮汐リズムを生み出す時計機構の分子・神経機構はほとんどわ
かっておらず、概日時計機構との違いの有無を生理学的に検証した例はない。潮間帯に生息する
コオロギであるマングローブスズは、歩行活動に活動期と休息期を生み出す概潮汐リズムと、そ
の昼間の活動を抑制し夜間の活動を増加させる概日リズムを同時に示し、これらのリズムは独立
した概日時計と概潮汐時計によって生み出されると考えられている。本研究ではマングローブス
ズの概潮汐時計が概日時計と共通した分子・神経機構によって成り立っているのかを検証した。 
 まず、分子機構について調べるため、他の昆虫種で明らかになっている概日時計遺伝子の発
現を RNA 干渉によって抑制し、歩行活動を記録した。その結果、概日時計遺伝子の発現を抑制し
た場合、概日リズムのみが消失し、概潮汐リズムは継続した。このことから、概日時計遺伝子は
概潮汐リズムの形成に関与しないと考えられる。 
 次に、神経機構について調べるため、コオロギやゴキブリの概日時計の在りかである視葉とい
う脳領域を除去し、歩行活動を調べた。その結果、視葉を除去すると概日リズムは消失したが、
概潮汐リズムは維持された。活動記録終了後、ゴキブリの概日時計ニューロンである視葉の PDF
（Pigment-dispersing factor）ニューロンを確認したが、その細胞体の有無は概潮汐リズムの継
続や周期と関連しなかった。このことから、視葉や PDF ニューロン以外に概潮汐リズムを生み出
す神経領域が存在すると考えられる。 
 以上より、マングローブスズの概潮汐時計は概日時計と異なる未知の分子･神経機構によって成
り立つ可能性が示された。 
 
